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喜平保育園、小平駅南口有料自転車駐車場及び小平第四中学校に関する更新等について 

（令和２年２月１２日決定） 

 

１ 背景及び位置づけ 

  ２０１５（平成２７）年２月に「小平市公共施設白書」を発行し、同年１２月に「小平市公共

施設マネジメント基本方針」を策定しました。白書で示した将来的な大きな３つの課題（「人口

減少・少子高齢化」、「財政バランスの悪化」、「施設の老朽化・更新時期の集中」）に対応するた

め、基本方針では市制施行１００周年を迎える２０６２（令和４４）年度を見据え、「いつまで

もわくわくする場をみんなで創ろう」という基本理念と４つの方針（「魅力あるサービスの実現」、

「持続可能な施設総量」、「コストの縮減と平準化」、「長く活用できる施設」）を定めました。 

また、基本方針に沿った取組の推進に向けた方策を示した「小平市公共施設マネジメント推進

計画」（２０１７（平成２９）年３月）では、すでに目標耐用年数を迎えた施設、または計画期

間中に目標耐用年数を迎える施設の更新等に向けた「基本的な検討手順」を示しています。 

この「基本的な検討手順」に沿い、喜平保育園、小平駅南口有料自転車駐車場及び小平第四中

学校に関する更新等の適否の判断をします。 

なお、小平第四中学校における校舎及び体育館の目標耐用年数は近いことから、更新等の適否

は校舎と体育館を同時に判断することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小平市公共施設マネジメント推進計画 22頁より抜粋 
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２ 対象施設の概要 

 (1) 喜平保育園 

  所在地 喜平町三丁目２番３６号 

用途地域（建ぺい率・容積率） 第一種中高層住居専用地域（６０％・２００％） 

土地面積 １，６４４．９９㎡ 

土地の所有形態 借地 

建築年または改築年 １９６５(昭和４０)年 

構造 鉄筋コンクリート造 

建築面積（建ぺい率） ５８２．４０㎡(３５．４０％) 

延床面積（容積率） ６７６．８０㎡(４１．１４％) 

階層 地上２階 

構成（部屋名） 保育室、ホール、事務室、給食室等 

経過年数、目標耐用年数（到

来年） 
５５年経過、６０年(２０２４年) 

現行耐震基準 適合 

設置目的 
保育を必要とする乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて

保育を行う 

サービス内容 
保育事業（その他の保育サービスとして延長保育、緊急一時

保育実施） 

同分類(類似)施設 

【施設分類】 

幼児教育・保育施設（子育て支援施設） 

【同分類（類似）施設】 

保育園 

近隣施設 

消防団第八分団、学園東町地域センター、喜平地域センター、

上水南公民館、喜平図書館集会室、喜平図書館、中央図書館

上水南分室、鈴木遺跡資料館、小平第二小学校、小平第三小

学校、小平第九小学校、鈴木小学校、学園東小学校、上水中

学校、上水南保育園、二小学童クラブ、三小学童クラブ第一・

第二、九小学童クラブ第一・第二、鈴木小学童クラブ、学園

東小学童クラブ第一・第二、あおぞら福祉センター、高齢者

交流室 

 

 (2) 小平駅南口自転車有料駐車場 

所在地 美園町一丁目３４番５号 

用途地域（建ぺい率・容積率） 商業地域（８０％・４００％） 

土地面積 ２２４．００㎡ 

土地の所有形態 市有地 

建築年または改築年 １９８１(昭和５６)年 

構造 軽量鉄骨造 

建築面積（建ぺい率） １７４．００㎡(７７．６７％) 

延床面積（容積率） ３３６．００㎡(１５０．００％)  収容台数 ３３７台 

階層 地上２階 

構成（部屋名） 自転車置場、管理人室 

経過年数、目標耐用年数（到

来年） 
３９年経過、４０年(２０２０年) 

現行耐震基準 不適合 

設置目的 
自転車等の放置を防止するとともに自転車等利用者の利便

を図る 

サービス内容 自転車等利用に対し、駐車場所を提供する 
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同分類(類似)施設 

【施設分類】 

その他 

【同分類（類似）施設】 

自転車駐車場 

近隣施設 

消防団第三分団、消防団第四分団、大沼地域センター、美園

地域センター、大沼公民館、仲町公民館、大沼図書館、仲町

図書館、市民文化会館（ルネこだいら）、萩山公園プール、

萩山公園グラウンド、萩山公園卓球室、小平第二小学校、小

平第七小学校、小平第十四小学校、小平第一中学校、大沼保

育園、二小学童クラブ、七小学童クラブ第一・第二･第三、

十四小学童クラブ第一・第二、高齢者交流室 

 

 (3) 小平第四中学校 

   所在地 学園西町一丁目３番１号 

用途地域（建ぺい率・容積率） 
第一種中高層住居専用地域、第二種中高層住居専用地域 

（６０％・２００％） 

土地面積 １４,７０４.７９㎡ 

土地の所有形態 市有地 

建築年または改築年 
校舎 １９６７(昭和４２)年 

体育館 １９６９(昭和４４)年 

構造 
鉄筋コンクリート造（校舎） 

鉄筋コンクリート造、一部重量鉄骨造（体育館） 

建築面積（建ぺい率） 
校舎 ２,３６８.９６㎡（１６.１１％） 

体育館 １,０８１.５９㎡（７.３５％） 

延床面積（容積率） 
校舎 ７,２０３.１６㎡（４８.９８％） 

体育館 ９４７.１６㎡（６.４４％） 

階層 校舎 地上４階、体育館 地上２階 

構成（部屋名） 
校舎 普通教室、特別教室、職員室、プール等 

体育館 体育アリーナ、ステージ、放送室、更衣室等 

経過年数、目標耐用年数（到

来年） 

校舎 ５３年経過、６０年(２０２６年) 

体育館 ５１年経過、６０年(２０２８年) 

現行耐震基準 適合 

設置目的 
小学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じて、義

務教育として行われる普通教育を施す 

サービス内容 普通教育 

同分類(類似)施設 

【施設分類】 

学校（学校教育系施設） 

【同分類（類似）施設】 

小・中学校 

近隣施設 

消防団第八分団、上水本町地域センター、学園東町地域セン
ター、喜平地域センター、学園西町地域センター、上水南公
民館、津田公民館、津田図書館、中央図書館上水南分室、平
櫛田中彫刻美術館、小平第四小学校、小平第十小学校、上水
中学校、四小学童クラブ、十小学童クラブ第一・第二、福祉
会館 
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３ 更新等の適否の判断 

 (1) 喜平保育園 

喜平保育園は公立保育園で２番目に歴史があり、独立行政法人都市再生機構（UR都市機構）

が管理する小平団地の敷地内にあります。車があまり通らない団地内はたくさんの公園があ

り、児童が安心して遊べるとともに、団地にお住まいの方をはじめ地域の方と交流すること

で、見守られながら保育がされています。 

    現在、喜平保育園の土地は独立行政法人都市再生機構（UR都市機構）所有の土地を無償で

借りている状況ですが、園舎を建替えるなどの際には、有償となる可能性があります。 

 

  ◆児童の推移 

    ４、５歳児では定員数より若干少ない在籍児童数となっていますが、１歳児から３歳児に

おいて定員数を上回る在籍児童数がいる状況です（図１）。喜平保育園周辺（注）の待機児

童数については、１、２歳児において、多くなっています（図２）。また、就学前児童数は

増加傾向にあります（図３）。 

   （注）…喜平保育園を中心に半径８００メートルの範囲に所在する上水南町一丁目から四丁目、喜平町一丁目から三丁目、学

園東町、学園東町一丁目から三丁目、回田町、鈴木町一丁目を対象とした地域 

  

在籍児童数の推移（図１） 

在籍児童数(人) ２０１７（平成２９）年 ２０１８（平成３０）年 ２０１９（令和元）年 定員数 

１歳児 １４ １４ １４ １２ 

２歳児 ２０ ２０ １９ １８ 

３歳児 ３１ ３０ ３２ ３０ 

４歳児 ３０ ３０ ２９ ３０ 

５歳児 ２７ ２９ ２９ ３０ 

合計 １２２ １２３ １２３ １２０ 

   ※各年４月１日現在 
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喜平保育園周辺の待機児童数（図２） 

 

 

 

 

 

   ※各年４月１日現在 
※公立保育園の運営のあり方に関する方針<改定版>より 

 

   喜平保育園周辺の就学前児童数（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆建物の状況 

２０１７(平成２９)年度 劣化診断実施 

２０１８(平成３０)年度 耐震補強工事実施 

 

園舎について、コンクリート圧縮強度は設計基準強度を確保していました。中性化の進行

度は健全な状態を保っており、目標耐用年数は８０年以上と推定されます。また、耐震診断

結果において、事務室部分に耐震補強の必要性がありましたが、２０１８（平成３０）年度

に耐震補強工事を実施しました。 

 

◆更新等の適否の判断 

小平市では、２０１０（平成２２）年度に策定した「公立保育園の運営のあり方に関する

方針」を「改定版」として令和元年度に見直し（以下、「保育園のあり方<改定版>」という。）、

喜平保育園については、公共施設の劣化診断調査においてコンクリート圧縮強度が設計基準

強度を確保しており、中性化の進行度から目標耐用年数が８０年以上と推定されたことや、

上記のとおり住民基本台帳の実績値における喜平保育園周辺の就学前児童数が、２０１３

（平成２５）年には１，８１１人だったものが２０１９（平成３１）年４月には１，９６３

人に増加していることから、当面、現行の運営を継続するとしています。今後、就学前児童

数や待機児童数の動向を注視するとともに、中央地域全体（注）の保育ニーズ及び人口減少

※各年４月１日現在の住民基本台帳の実績値 

※公立保育園の運営のあり方に関する方針<改定版>より 
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なども考慮し、近隣の上水南保育園との統合や私立保育園への移行も併せ検討することとし

ています。 

喜平保育園は、小平団地内にあり、児童が安心して遊べ、地域の方との交流ができるなど

保育ができる良好な環境が整っていること、また保育園のあり方<改定版>を踏まえ、当面現

行の運営を継続し、必要な修繕を行いながら機能を維持し「更新等を行わない」ものとしま

す。 

   （注）小川町二丁目、小川東町、上水本町三丁目から六丁目、上水南町一丁目から四丁目、喜平町一丁目から三丁目、学園西

町一丁目から三丁目、学園東町、学園東町一丁目から三丁目、仲町、美園町一丁目から三丁目、天神町二丁目・三丁目、

大沼町一丁目から七丁目 

 

 (2) 小平駅南口有料自転車駐車場 

    放置自転車対策として、「自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進

に関する法律」に基づき、歩行者等の通行阻害、交通事故の誘因、景観の阻害、災害時の避

難の妨げとなる駅前放置自転車の削減を図るため、駅周辺において自転車駐車場の整備と効

率的な運営を進めています。 

小平駅南口有料自転車駐車場は、小平駅周辺で市が運営している７箇所（有料６箇所、無

料１箇所）の自転車駐車場の１つであり、小平駅南口に隣接しているため利便性が高く、利

用率も高い小平駅南口地区における重要な自転車駐車場です。一般財団法人日本自転車普及

協会が、１９８１（昭和５６）年３月に建設し、１９８８（昭和６３）年１月に市へ移管さ

れた２階建の建築物です。 

   

◆建物の状況 

   ２０１９(令和元)年度 耐震診断及び健全性調査実施 

      

     建物は旧耐震基準で建てられた建物であり、２０１９（令和元）年度に実施した耐震診断

及び健全性調査では現行基準の耐震性を満たしておらず、構造部材には多くの塗膜の剥がれ

や錆が見受けられます。 

 

◆近隣自転車駐車場の状況 

施設名 
地域/

広域 
敷地面積（㎡） 収容台数（台） 

小平駅西有料自転車駐車場 地 ３３０.００      ２９９ 

小平駅東有料自転車駐車場 地 １，０５９.７８      ９８３ 

小平駅ルネこだいら東有料自転車

駐車場 
地 ６００.００      ５５０ 

小平駅北第一有料自転車駐車場 地 ５７９.４２      ６０９ 

小平駅北第二有料自転車駐車場 地 ７８４.９８      ６８１ 

小平駅あかしあ通り自転車駐車場 地 ５７２.５０      ４６０ 

    ※屋外平置自転車駐車場 



7 

 

◆小平駅南口有料自転車駐車場の管理・運営手法 

  自転車駐車場の管理・運営手法については、他の自治体等においても、近年は自治体直営

の運営から指定管理者制度による運営へ移り変わっています。 

市内の有料自転車駐車場は、２００５（平成１７）年度から指定管理者制度を導入し、現

在は、有料自転車駐車場２１箇所すべてに指定管理者制度を導入しています。民間事業者の

創意工夫により、より効果的なサービスを提供するとともに、効率的な運営により事業経費

を削減することが可能となっています。 

 

◆稼働状況等  

   稼働状況 

利用率 ２０１４(平成２６)年度 ２０１５(平成２７)年度 ２０１６(平成２８)年度 ２０１７(平成２９)年度 

定 期 １１１％ １０７％ １１０％ １１１％ 

一 時 １３０％ １２６％ １２３％ １２０％ 

     

コスト状況（小平市公共施設データ集より） 

歳出（千円） ２０１４(平成２６)年度 ２０１５(平成２７)年度 ２０１６(平成２８)年度 

土地・建物 ４７７ ５５２ ４３９ 

サービス ６，７９８ ６，８４０ ６，６７０ 

合計 ７，２７５ ７，３９２ ７，１０９ 

                                 

歳入（千円） ２０１４(平成２６)年度 ２０１５(平成２７)年度 ２０１６(平成２８)年度 

定期使用料 ８，６９９ ８，５０１ ８，７１６ 

一時使用料 ４，６７４ ４，５４２ ４，４２６ 

合計 １３，３７３ １３，０４３ １３，１４２ 

 

◆更新等の適否の判断 

建物の状況は、旧耐震基準で建てられた建物であり２０１９（令和元）年度に実施した耐

震診断及び健全性調査では、現行基準の耐震性を満たしておらず、直ちに危険な状況ではな

いものの構造部材に多くの塗膜の剥がれや錆が見受けられることから、更新すべき時期にあ

ります。 

小平駅南口有料自転車駐車場は、小平駅南口に隣接しているため利便性が高く、利用率も

高い重要な自転車駐車場であり、小平駅南口における通勤、通学などの都市機能を維持する

必要があることから「更新等を行う」ものとします。 

なお、小平駅南口有料自転車駐車場は、歳入が歳出を年平均６００万円程度上回り、収益

性の高い施設となっています。仮に同規模の施設に建替える場合の整備費用の試算は約１億

３千万円程度であり、新設から２０年程度で建築費を回収できると想定されます。 

 

◆今後の対応 

「公共施設マネジメント推進計画」において、自転車駐車場は小学校を中心とした複合化

を図るのではなく、駅を中心とした整備を進めていくこととしています。 

今後は敷地等の確認や鉄道に隣接していることによる制約条件等の確認を行う必要があ
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るため、２０２０（令和２）年度は基礎調査を行い、その後の方向性について検討します。 

 

(3) 小平第四中学校 

    小平第四中学校は、小平第一中学校の分校として１９６５ (昭和４０) 年に開校しました。

２０１５ (平成２７) 年には、創立５０周年を迎えています。 

校舎は、１９６５ (昭和４０) 年の開校時から、生徒の増加に合わせて昭和４０年代には

ほぼ現在の校舎形状となりました。１９９１ (平成３) 年に特別教室等を建設し、現在の状

況となりました。体育館は、１９６９ (昭和４４) 年に建設しています。校舎は２００７ (平

成１９) 年に耐震補強工事を実施しています（体育館は補強不要）。 

小平第四中学校の小・中連携校は、小平第四小学校、小平第十小学校及び小平第十五小学

校の３校であり、この４校で小・中連携教育を推進しています。地理的には、上水中学校と

の直線距離が約４００ｍと近接しています。 

「市制施行１００周年（２０６２年度）に向けた学校の統合・配置の考え方」（２０１９

（平成３１）年２月）では、「中学校区を設定し、そのエリア内に２つの小学校を配置する

ことを基本」としています。小平第四中学校は、通学区域内に小平第四小学校と小平第十小

学校が位置しています。通学区域としては、小平第四小学校はすべて小平第四中学校の通学

区域内ですが、小平第十小学校は小平第四中学校と上水中学校に、小平第十五小学校は小平

第四中学校と小平第二中学校に通学区域が分かれています。 

 

 ◆生徒数等の推移 

生徒数は、開校当時は３４１人で、昭和４０年代終盤には１,０００人を超えましたが、

１９７５（昭和５０）年度に上水中学校が開校したこともあり、その後減少し５００人を割

り込む程度となりました。ここ数年は学区内の開発等により上昇傾向となり、２０１９ (令

和元) 年は５３５人となっています。 
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◆建物の状況 

２０１８(平成３０)年劣化診断実施 

 

校舎及び体育館について、コンクリート圧縮強度は設計基準強度を確保していました。 

   中性化の進行度は、校舎及び体育館ともに健全な状態を保っており、目標耐用年数は８０年

以上と推定されます。 

 

◆周辺施設の状況 

施設名 目標耐用年数到来年（年） 
地域/

広域 
床面積(㎡) 備考 

上水中学校 ２０３４（令和１６） 地 ５，６３１.８７  

上水中学校体育館 ２０３５（令和１７） 地 ９６３.３２  

上水本町地域センター ２０４６（令和２８） 地 ６１９.２９  

学園東町地域センター ２０４８（令和３０） 地 ５９９.７０  

喜平地域センター ２０５２（令和３４） 地 ６０６.０６  

学園西町地域センター ２０５４（令和３６） 地 １，０８２.５６  

上水南公民館 ２０３７（令和１９） 地 
５８５.８６ 

  

 中央図書館上水南分室 ２０３７（令和１９） 地 

津田公民館 ２０４６（令和２８） 地 
１，２９９.９５ 都営住宅内 

津田図書館 ２０４６（令和２８） 地 

 

◆更新等の適否の判断 

  「小平市公共施設マネジメント推進計画」及び「市制施行１００周年（２０６２年度）に

向けた学校の統合・配置の考え方」では、「中学校は２０４０年頃までに７校とする」こと

を想定しています。現在、中学校は概ねバランス良く市内に配置されていますが、小平第四

中学校は上水中学校との直線距離が約４００ｍと近接しています。 

今後の生徒数の推計として、「平成２７年国勢調査による町丁別将来人口」（２０１７（平

成２９）年１２月）では、主な通学区域となる上水本町、学園西町及び津田町における１０

歳から１４歳までの人口は、短期的には増加し、１５～２０年後には減少する見込みとなっ

ています。 

劣化診断の結果は、校舎、体育館ともに健全であり、目標耐用年数は８０年以上と推定さ

れています。また２０３４（令和１６）年に目標耐用年数を迎える上水中学校をはじめ、近

隣施設の目標耐用年数の到来までは、上記「周辺施設の状況」のとおり１５年以上の期間が

あります。 

以上を踏まえ、「学校の｢更新等の適否の判断｣の一般原則」（２０１９（平成３１）年２月）

に掲げている５つの観点を総合的に勘案し、小平第四中学校は、近隣施設の更新時期を見据

えて当面の間は機能を維持し、おおむね１５年程度継続して使用することとし、「更新等を

行わない」ものとします。 

今後は、屋上防水や外壁などの改修や、トイレなどの機能向上の検討を進めます。 

 


